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 要 旨   

 

目的：心房細動（AF）新規診断後の飲酒状況およびその変化と虚血性脳卒中リスクとの関連性を評価

する。 

 

方法：韓国における全国規模の診療報酬請求（韓国健康保険サービス）および健康診断データベース

を用いて、2010 年から 2016 年の間に新たに AF と診断された者を対象とした。患者は、AF 診断前後

のアルコール摂取の状況により、非飲酒者、AF診断後の禁酒者、現在の飲酒者の 3群に分類された。

主要アウトカムは、フォローアップ中の虚血性脳卒中発症とした。非飲酒者、禁酒者、現在の飲酒者

において、傾向スコアを用いた治療による逆確率加重（IPTW）による発生率差を用いて比較した。 

 

結果：新たに心房細動と診断された患者 97,869人のうち、51％が非飲酒者、13％が禁酒者、36％が現

在飲酒者であった。310,926人年の追跡期間中に、3,120人が虚血性脳卒中と診断された（1,000人年

当たり 10.0 人）。5 年後の時点で、禁酒者と非飲酒者は現在飲酒者よりも脳卒中リスクが低かった。

現在飲酒者を比較対象とした IPTW発生率の差(1000人年あたり)は、禁酒者で-2.03 [95％CI -3.25, 

-0.82]、非飲酒者で -2.98 [-3.81, -2.15] であり、IPTW発生率比はそれぞれ、禁酒者 0.83 [0.74, 

0.93] 、非飲酒者 0.75 [0.70, 0.81] であった。 

 

結論： 

新たに心房細動と診断された患者において，アルコール摂取は虚血性脳卒中のリスク上昇と関連して

おり，診断後の禁酒は虚血性脳卒中のリスクを低減させる可能性がある。臨床転帰の改善のために、

心房細動管理の包括的アプローチの一部として、飲酒に対する生活習慣への介入を奨励すべきであ

る。 

 


